
第５６回壮瞥町新型コロナウィルス感染症対策本部会議 顛末要旨 

 

と き  令和 3年 4月 12日（月）9:00-9:15 

ところ  壮瞥町役場中会議室 

 

■出席者  町長（本部長）、副町長、教育長（以上、副本部長） 

      総務課長、企画財政課長・参事、税務会計課長、住民福祉課長、産業振興課長、 

商工観光課長、建設課長、議会監査委員事務局長、農業委員会事務局長、 

生涯学習課長（以上、本部員） 

 

■議事要旨 

（１）国、道などの動き 

  ・北海道は、新たにまん延防止措置対象となった都府県を含めて、不要不急の往来の自粛を 

求めている。今後も対応、動向に注意すること。 

 

（２）経済対策班    

・経済対策の内容については、次週報告する。 

 

（３）今後の対応等について 

〇 副本部長 

  ・本町においても、高齢者向けのワクチン接種の通知を先週発送したところである。 

   今後、住民等からの問い合わせ、申し込み等の対応は保健センターに一本化すること。 

〇 本部長 

 ・先週、胆振管内でも感染者数が増加している。新聞報道によると、白老町役場職員も一人

感染確認されたと聞いている（役場は、消毒徹底などの対策を講じた上で通常業務）。 

  本町においても、今後も気を緩めることなく対応していきたい。 

 ・先週、町長室前に消毒液を設置した。 

各課においてもできることに取り組んでいただきたい。 

また、引き続き、健康管理に留意されたい。 

 

 


